
課題認識
Ｒ５年度
主な戦略

Ｒ５年度
取り組み状況

次年度への課題
Ｒ６年度

取り組み計画（案）

児童虐待を未然に防
ぐことができるよう
支援の必要なこども
と保護者を孤立させ
ない取組が必要であ
る。

４歳児を中心に無在籍
や無登園の子へのアプ
ローチを強化する。

学校と子育て支援室と
の連携を密にし、役割
を明確化することで、
学校の状況に見合った
支援の導入を図る。

【R5年度目標】
重大な虐待件数0件

→重大な虐待件数0件
（令和５年10月31日現在）

【具体的取り組み】
４歳児訪問・見守り支援事業の実績
令和５年度対象児童数458名

無在籍や無登園の児童への家庭訪問や、保育所・
幼稚園への訪問を実施

SSW（スクールソーシャルワーカー）
の増員
令和５年10月にヤングケアラーSSWが
配置され、これまでのこどもサポート
ネットSSWと２人体制へと増員

こどもサポートネット推進員の実績
（令和５年４～10月まで集計分）

電話 296件
手紙等 6件
家庭訪問 41件
その他（区役所で面談等）2件

関係機関との連携
保育所や幼稚園との連携の継
続が必要

４歳児訪問・見守り支援事業において、
保育所や幼稚園が虐待の兆候や状況の変
化を把握して区役所と連携できるよう、
変化の兆候等にかかる事例共有を行う。
（2,283千円）

不登校の課題
ケースに応じて学校も含めた
役割分担や連携の強化が必要

このはなすまいるルーム事業を活用して
こどもの居場所を確保するとともに役割
分担や連携の強化につながるよう、学校
等との認識共有の強化につながる資料を
作成
（1,035千円）

心理的な課題
小学校において、こども青少
年局から派遣のSC（スクール
カウンセラー）への相談ニー
ズが高まっている。

SC（スクールカウンセラー）への相談
ニーズを補うため、児童虐待予防事業に
よる支援を進める。その周知を推進する
ためにわかりやすいPR媒体等を作成
（8,577千円）

地域との連携
こどもサポートネット事業は、
学校や区役所による支援が中
心であるものの、地域との連
携についても必要

こどもサポートネット事業において、全
小学校区に拡充したこどもの居場所等の
地域資源を紹介するためのツールを作成

経営課題３ 福祉【児童虐待予防】
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子育て支援室の体制と関係連携図（イメージ）
小中学校・保育所

（園）など
民生委員・主任児童委
員、子ども子育てプラ
ザなどの事業所（社会

資源）

未就学児・
就学児家庭など

DV・児童虐待担当 こども相談担当（保育士）

家庭児童相談員 ４歳児訪問事業担当（保健師）

未就学児相談支援事業担当（保育士） 児童虐待予防事業心理相談員（心理
士）

児童虐待予防事業専門相談員 スクールソーシャルワーカー（２名）

こどもサポートネット推進員（２名） 不登校支援コーディネーター

区役所（子育て支援室）※チームリーダーを中心とするスタッフ

連携
連携

要保護児童対策地
域協議会、スク
リーニング会議Ⅱ
（※こサポと学校の連携会

議）などを開催し、
個別対応などの関
係機関との連携を
図る

相談・支援相談・支援

不登校児等
の居場所づ
くり

（このはな
すまいる
ルーム事業
など）

参加

場の提供、事業展開 連携

相談・支援

子育て支援室の体制と関係連携図（イメージ）
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課題認識
Ｒ５年度
主な戦略

Ｒ５年度
取り組み状況

次年度への課題
Ｒ６年度

取り組み計画（案）

地活協の認知度を向上させ
るため地活協が実施してい
る行事やイベント等におい
て、地活協の取組が多岐に
わたることを周知する必要
がある。

区役所や地活協で実施している
PRに加え、地活協が実施して
いる行事やイベント等において、
さまざまな媒体を活用し、地域
での活動や取組を地活協が中心
となって開催していることを
PRし、認知度向上を図る。

【R5年度目標】
区民アンケート調査（市民局実施）で「地活協を
知っている」と回答した割合：56％以上
（目標年次：令和６年度）
【具体的取り組み】
地活協のSNSを開設し取組をPR（２地域）
区広報紙への掲載（毎月）
区役所、区民ホールで地活協の記事を掲載した壁
新聞を掲示（毎月）
区民まつりや地域行事で地活協の説明を記載した
コミニティアンケートを実施（５回予定）

引き続き、SNSと紙媒
体を活用し、地活協
の取組をPRし、認知
度向上を図る。

地活協SNS開設地域は運営支援を実
施。さらに地活協SNS未開設地域
（４地域）において支援を行い、
全地域での開設を実施

区広報紙、地活協の記事を掲載し
た壁新聞を掲示

区民まつりや地域行事で地活協の
説明を記載したコミニティアン
ケートを実施

地域活動のスタッフが一部
固定化している傾向が見ら
れることから、新たな地域
活動の担い手を確保する必
要がある。

意欲と能力のある新たな担い手
の確保や、幅広い年齢層が地域
活動に参画できるための支援を
行う。

【R5年度目標】
区民アンケートで地域活動にスタッフとして参加
したことがあると回答した割合：27％以上
（目標年次：令和６年度）
【具体的取り組み】
町会加入促進チラシを全戸配布（7月）
地活協や町会などの団体が公式LINEなどを活用し
加入促進を図ることができるよう支援

引き続き、新たな地
域活動の担い手を確
保するため、町会加
入率向上や地域活動
へ参画の機会創出に
向けた取組を進める。

地活協の重要な構成団体である連
合振興町会を構成する町会への加
入率向上に向けた取組を実施。
地域と企業等の連携を図り新たな
担い手を確保する交流会を実施

地活協の意義や地活協に求
められる準行政的機能や総
意形成機能について、地活
協構成団体の理解度を向上
させるための取組をまちづ
くりセンターが繰り返し実
施する必要がある。

地活協に求められる総意形成機
能や準行政的機能について、地
活協の役員や構成団体、地域住
民の理解が深まる取組を実施す
る。

【R5年度目標】
地活協の構成団体へのアンケートで総意形成機能
を認識していると回答した割合：74％以上
準行政的機能を認識していると回答した割合：
71％以上（目標年次：令和６年度）
【具体的取り組み】
地活協運営委員会や会計説明会の場で地活協の総
意形成機能や準行政的機能について説明を実施
（9地域対象：6月,11月運営委員会、8月,12月会
計説明会）

引き続き、地活協の
意義や求められる機
能の理解促進に向け
た積極的な働きかけ
が必要

地活協運営委員会や会計説明会の
場で地活協の総意形成機能や準行
政機能について理解を深めるため
説明会を実施するとともに、区民
理解を深めるため区ホームページ
にて説明を行う。

経営課題4 まちづくり・環境【まちづくり①】
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【まちづくり】事業のようす

壁新聞で
地活協の周知

地活協運営委員
会で地活協機能
を説明

町会加入促進
ポスター
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課題認識
Ｒ５年度
主な戦略

Ｒ５年度
取り組み状況

次年度への課題
Ｒ６年度

取り組み計画（案）

地活協による地域課題の解
決に向けた取組が進んでい
ない地域があることから、
区役所やまちづくりセン
ターがそれぞれの地域特性
に即した地域課題を把握し、
それに応じた最適な支援を
行う必要がある。

まちづくりセンターが作成した地
域カルテをもとに地域担当、まち
づくり推進課と情報共有の会議を
開き地域特性に即した地域課題の
共有と解決策の検討を行い、地活
協が自律的に解決できるようきめ
細やかな支援を行う。

【R5年度目標】
地活協の構成団体へのアンケートで地域特
性に即した地域課題の解決に向けた取組が
自律的に進められている状態にあると思う
割合：94％以上
（目標年次：令和６年度）
【具体的取り組み】
地域担当が出席した町会長会議等の議事を
集約し、他の地域担当に情報共有を行い課
題解決策の検討を実施(随時)

引き続き、地域課題を共
有し解決策を検討し、地
活協が自律的に課題を解
決することができるよう
な支援が必要

地域カルテを活用した地域活動協
議会の活動活性化と自律的運営の
促進を強化していく。

地域担当が把握した地域課題の情
報共有及び解決策を検討し、最適
な支援を実施する。

2025大阪・関西万博のご当
地として、万博を契機にま
ちを活性化する必要がある。

万博を契機とし官民連携によるエ
リア整備に取り組む。万博のレガ
シーを区内につくることに取り組
む。

【R5年度目標】
万博を契機とした官民連携によるエリア整
備を実施する：１件
【具体的取り組み】
官民連携による水辺賑わいづくり事業を軌
道に乗せる：１件

令和６年度はエリア整備
工事が本格的に進められ
ていく。

エリア整備工事の本格実施及び協
議会などを通じた進捗を共有する。

【R5年度目標】
正連寺川公園に万博のコンセプトを踏まえ
たアートを設置する：１件
【具体的取り組み】
万博のロゴマークをモチーフとした
パブリックアートの設置
（１件３月予定）

令和６年度からアートプ
ロジェクトを本格実施し
ていくにあたり、区民・
地域と一体となってより
強力に推進し、まちの盛
り上げや活性化を図って
いく事が必要

区民との共創によるパブリック
アートの制作・設置及びデビュー
イベントの開催
【新規】（22,400千円）

正蓮寺川公園でまちの盛り上げを
目的としたアートイベントの開催
【新規】（1,988千円）

経営課題4 まちづくり・環境【まちづくり②】
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プロジェクトスケジュール

・体制づくり

・正蓮寺川公園アートプロジェクト
「konohana permanentale 100+」
の構想づくり

・万博応援作品の制作で強力に発信

① 万博ロゴアート制作

② 強力な発信力のあるものを制作

・イベント、パラペットに文字など

コアメンバー会議で検討

機運の盛り上げ

a 区民との共創アート

b 企業による作品

c  万博モニュメントの移設（2025年～2026年）

本番作品１００＋づくり！！

（まちなか作品＆アートイベント）

此花・大阪のまち全体を盛り上げ

2023年度 2024年度～ 2044年頃

15



課題認識
Ｒ５年度
主な戦略

Ｒ５年度
取り組み状況

次年度への課題
Ｒ６年度
取り組み計画（案）

地球の環境は悪化の一途を
たどっていることから、区
民ひとりひとりに持続可能
な社会の実現に向けて関心
を持っていただく取組を行
う必要がある

みんなでつなげるペットボト
ル循環プロジェクトについて、
未実施の地域で説明会を実施
する。

みんなでつなげるペットボトル循環プロジェク
トについての説明会を新たに
３地域（伝法地域、恩貴島地域、春日出地域）
で実施

全１０地域での実施に向けて
引き続き説明会を実施

みんなでつなげるペットボト
ル循環プロジェクトの実施地
域を拡大するために未実施の
地域へ働きかけを実施

児童が持続可能な社会の実現
に関心を持てるようなコンテ
ンツを学校に提供し、授業に
おいて活用してもらう。

【R5年度目標】
地球環境に関心を持っている子どもの割合：９
５％以上
（目標年次：令和６年度）

【具体的取り組み】
児童が持続可能な社会の実現に関心を持てるよ
うなロボットを用いた環境学習コンテンツを学
校に提供し、授業において活用
（全８小学校で実施予定）

引き続き持続可能な社会の実
現に向けて児童が地球環境に
関心を持てるように取り組む
事が必要

児童が持続可能な社会の実現
に関心を持てるようなコンテ
ンツを学校に提供し、授業等
において活用してもらう

経営課題4 まちづくり・環境【環境】
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令和５年度 此花区での環境の取組み

みんなでつなげるペットボトル循環プロジェクト
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